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第１面（弥生時代終末期～古墳時代前期）遺構完掘状況（北東から）

第２面（弥生時代後期～弥生時代終末期）遺構完掘状況（南から）

第３面（弥生時代中期～後期）遺構完掘状況（東から）
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第１面（弥生時代終末期～古墳時代前期）遺構完掘状況（北東から）

第２面（弥生時代後期～弥生時代終末期）遺構完掘状況（南から）

第３面（弥生時代中期～後期）遺構完掘状況（東から）
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木
の
実
の
混

じ
っ
た
土
が

堆
積
し
て
い

ま
し
た
。
出

土
遺
物
か
ら

弥
生
時
代
後

期
頃
の
も
の

と
思
わ
れ
ま

す
。
木
の
実

の
あ
く
抜
き

に
使
わ
れ
た

遺
構
か
も
し

　

新
宮
市
佐さ

野の

・
木き

ノの

川か
わ

に
所
在
す
る
八
反
田
遺
跡

は
、
弥
生
時
代
の
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

那
智
勝
浦
町
と
の
境
界
に
近
い
、
太
平
洋
に
面
し

た
海
岸
砂
丘
か
ら
後
背
湿
地
に
か
け
て
立
地
し
、
現

在
の
新
宮
港
ま
で
約
１
㎞ 

の
位
置
に
あ
り
、
北
側

に
は
同
じ
立
地
に
佐
野
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。　

　

佐
野
川
と
木
ノ
川
が
合
流
す
る
三
角
州
状
の
地
形

上
に
あ
る
八
反
田
遺
跡
で
は
、
弥
生
時
代
中
期
か
ら

　

平
成
３
年
（
１
９
９
１
）
に
実
施
さ
れ
た
佐
野
川

改
修
に
伴
う
発
掘
調
査
（
注
１
）
で
は
、
弥
生
時
代

後
期
末
の
竪た

て

穴あ
な

建た
て

物も
の

３
棟
、
土
坑
９
基
、
ピ
ッ
ト
、

自
然
流
路
や
そ
の
肩
部
で
検
出
さ
れ
た
不
明
遺
構
な

ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

竪
穴
建
物
（
写
真
１
）
は
、
一
辺
約
4.2
ｍ
の
平
面

形
が
隅
丸
方
形
の
建
物
で
、
複
数
あ
る
周
壁
溝
か
ら

少
な
く
と
も
床
の
拡
張
を
含
む
建
て
替
え
が
２
回
行

わ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
遺
物
は
弥
生
時

代
後
期
末
頃
の
壷つ

ぼ

・
甕か
め

・
器き

台だ
い

・
高た
か

坏つ
き

な
ど
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。

　

不
明
遺
構
（
写
真
２
）
は
、
砂
丘
の
縁
辺
部
の
流

路
肩
部
付
近
で
、
長
さ
約
90
㎝
の
板
材
１
枚
と
長
さ

65
㎝
と
50
㎝
の
板
材
２
枚
を
平
行
に
立
て
て
杭
で
固

定
し
、
周
囲
に
約
50
本
の
杭
を
打
ち
込
ん
だ
も
の

で
す
。
板
で
囲
ま
れ
た
内
部
に
は
流
木
や
木
の
葉
・

古
墳
時
代
前
期
の
土
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
同
じ

よ
う
に
、
佐
野
川
に
よ
る
沖
積
平
野
上
の
佐
野
川
と

荒
木
川
の
合
流
地
点
に
あ
る
佐
野
遺
跡
で
も
、
弥
生

時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
の
遺い

構こ
う

や
遺い

物ぶ
つ

が
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
反
田
遺
跡
に
つ
い
て

過
去
の
調
査
事
例

写真１　竪穴建物（西から）

（八反田遺跡 1991 年調査）

写真２　不明遺構（東から）

（八反田遺跡 1991 年調査）

写真３　土師器甕口縁部

（伊勢湾沿岸部からの搬入土器）

（八反田遺跡 2023 年調査）

特
集
　
新
宮
市
・
八
反
田
遺
跡
の
発
掘
調
査

　
　
　
―
紀
南
の
弥
生
時
代
中
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
の
集
落
を
掘
る
―

特
集
　
新
宮
市
・
八
反
田
遺
跡
の
発
掘
調
査

　
　
　
―
紀
南
の
弥
生
時
代
中
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
の
集
落
を
掘
る
―
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れ
ま
せ
ん
。

　

八
反
田
遺
跡
で
こ
れ
ま
で
出
土
し
た
弥
生
時
代
か

ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
の
土
器
に
は
、
県
北
部
や
河

内
、
東
海
地
方
、
近
江
系
の
甕
、
伊
勢
湾
沿
岸
で
出

土
す
る
Ｓ
字
状
口
縁
を
も
つ
甕
な
ど
の
搬
入
土
器
と

思
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
東
と
西
と
の
交
流
が
活
発

で
あ
っ
た
地
域
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
発
掘
調
査
は
、
新
宮
市
の
行
う
市
道
比
奈

久
保
線
交
差
点
改
良
工
事
に
伴
う
も
の
で
、
令
和
５

年
（
２
０
２
３
）
に
新
宮
市
教
育
委
員
会
が
実
施
し

ま
し
た
。そ
の
発
掘
調
査
支
援
業
務
と
し
て
、（
公
財
）

和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
測
量
や
図
面
の
作
成

な
ど
の
技
術
的
な
支
援
を
し
ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
で
は
、
古
い
時
代
の
人
間
の
生
活
の
痕

跡
（
遺
構
）
が
あ
る
土
（
遺
構
面
）
ま
で
、
時
に
は

重
機
で
、
最
後
は
遺
構
を
保
護
す
る
た
め
人
力
で
掘

り
下
げ
て
、
遺
構
を
探
し
て
い
き
ま
す
。
遺
構
が
見

つ
か
っ
た
ら
そ
の
埋
土
（
土ど

層そ
う

）
が
わ
か
る
よ
う
に
、

遺
構
の
半
分
を
掘
っ
た
り
溝
な
ど
で
は
畦あ

ぜ

を
残
し
て

掘
っ
た
り
し
て
、
遺
構
の
埋
土
を
観
察
し
ま
す
。
そ
し

て
、
遺
構
や
土
層
の
図
面
、
写
真
の
記
録
を
と
り
ま
す
。

記
録
を
と
っ
て
測
量
し
た
後
に
は
、
完
掘
し
て
各
遺
構

や
調
査
区
全
体
の
完
掘
状
況
の
写
真
撮
影
を
し
ま
す
。

　

発
掘
調
査
に
は
、
遺
構

な
ど
を
掘
削
す
る
人
だ
け

で
な
く
、
測
量
や
図
面
作

成
、
写
真
撮
影
を
す
る
人

が
必
要
で
す
。
今
回
の
八

反
田
遺
跡
発
掘
調
査
で
は
、

当
セ
ン
タ
ー
が
そ
う
し
た

図
面
作
成
や
写
真
撮
影
と

い
っ
た
技
術
的
な
支
援
を

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
地
は
遺
跡

の
北
部
に
あ
た
り
、
調
査

前
の
現
況
は
耕
作
地
で
し

た
。
調
査
で
は
、
竪
穴
建

物
や
柱ち

ゅ
う

穴け
つ

、
土ど

坑こ
う

、
溝み

ぞ

、

落お
ち

込こ

み
な
ど
の
遺
構
が
確

認
さ
れ
た
遺
構
面
が
３
面

あ
り
ま
し
た
。
第
１
面
は

南
北
側
が
標
高
4.5
～
4.7
ｍ

で
、
中
央
部
に
竪
穴
建
物

や
柱
穴
な
ど
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
第
１
面

で
は
、
調
査
区
全
体
に
南

発
掘
調
査
支
援
業
務
に
つ
い
て

調
査
の
概
要

図１　八反田遺跡（19）と周辺遺跡地図
出典：和歌山県埋蔵文化財包蔵地所在地図（遺跡番号は和歌山県埋蔵文化財包蔵地所在地図による）
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北
方
向
と
東
西
方
向
の
複
数
の
溝
が
確
認
さ
れ
、
溝

に
沿
っ
て
杭
列
が
打
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

第
１
面
の
竪
穴
建
物
１
９
７
（
写
真
４
）
は
、
一

辺
5.0
ｍ
の
平
面
形
が
隅
丸
方
形
の
建
物
で
、
調
査
区

中
央
部
の
高
ま
り
の

上
で
確
認
し
ま
し

た
。
壁
を
立
て
る
周

壁
溝
が
平
行
に
２
条

回
る
こ
と
か
ら
建
て

替
え
が
行
な
わ
れ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
土

層
断
面
か
ら
内
側
の

周
壁
溝
が
古
く
、
外

側
の
も
の
が
新
し

く
、
外
側
に
拡
張

さ
れ
た
建
物
で
あ

る
と
わ
か
り
ま
し

た
。

　

こ
の
竪
穴
建
物

に
は
、
床
面
か
ら

出
土
す
る
土
器
群

以
外
に
、
厚
さ
10

㎝
ほ
ど
堆
積
し
た

土
の
中
か
ら
出
土

す
る
多
く
の
土
器

の
つ
い

た
石い

し

杵き
ね

が
あ
り
、

朱
を
石

杵
で
磨

り
つ
ぶ

し
て
滑

ら
か
に

す
る
作

業
工
程

の
際
に

付
着
し

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

（
写
真
６
）。

　

竪
穴
建
物
１
９
９
（
写

真
７
）
は
、
調
査
区
西
側

で
確
認
し
た
、
一
辺
3.1
ｍ

の
、
平
面
形
が
方
形
の
建

物
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
半

分
ほ
ど
が
調
査
区
外
に
続

い
て
い
ま
し
た
。
直
径
50

㎝
、
深
さ
22
～
35
㎝
の
柱

穴
が
３
基
、
一
辺
に
沿
う

よ
う
に
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
面
で
は
、
調
査
区
中
央
部
で
炭
化
物
を
多
く

含
む
大
き
な
土
坑
を
発
見
し
ま
し
た
。
東
西
方
向
の

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
建
物
と
し
て
利

用
し
な
く
な
っ
て
か
ら
、
床
の
く
ぼ
み
に
多
く
の
土

器
や
石
器
な
ど
を
捨
て
た
廃は

い

棄き

遺い

構こ
う

に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

出
土
遺
物
に
は
、
台
石
や
擦
石
な
ど
の
石
製
品
も

多
く
見
つ
か
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
、朱
（
水
銀
朱
）

写真４　↑竪穴建物 197（西から）

　　　　　　   竪穴建物 197 内土器検出→

　　　　　　（八反田遺跡 2023 年調査）

写真６　朱付き石杵

竪穴建物 197 出土

写真５　弥生土器壺口縁部（弥生時代後期末）

竪穴建物 197 出土

写真７　竪穴建物 199 と柱穴（西から）
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今
回
の
調
査
で
は
、
方
形
の
竪
穴
建
物
や
多
く
の

柱
穴
、
土
坑
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

調
査
区
全
体
で
南
北
方
向
と
東
西
方
向
の
複
数
の

溝
が
見
つ
か
り
、
溝
に
沿
っ
て
丸
太
を
割
っ
て
杭
に

し
た
杭
列
が
打
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
溝
は
住
居
地

と
の
区
画
と
し
て
の
役
割
を
も
ち
、
杭
列
は
そ
の
溝

肩
部
の
土
留
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

竪
穴
建
物
や
多
く
の
土
坑
や
柱
穴
な
ど
が
つ
く
ら

れ
、
集
落
と
し
て
、
生
活
に
適
し
た
環
境
づ
く
り
が

な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
竪
穴
建
物
は
廃
絶

後
に
、
弥
生
時
代
後
期
末
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
の
土

器
廃
棄
場
と
な
っ
て
お
り
、
集
落
が
引
続
き
存
続
し

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
之
上　

裕
子
）

【
参
考
文
献
】

（
注
１
）
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
・（
公
財
）
和
歌
山

県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
２
０
１
２
）「
和
歌
山
県
緊

急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金
事
業
に
係
る
埋
蔵

文
化
財
関
連
資
料
整
理
概
報
―
和
歌
山
県
内
６
遺
跡

の
概
要
報
告
書
―
」

ま
と
め

長
さ
４
ｍ
以
上
の
楕だ

円え
ん

形け
い

で
す
が
、
そ
の
性
格
は
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
土
坑
の
周
辺
に
、
直
径
１

ⅿ
以
上
の
土
坑
が
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
直

径
15
～
30
㎝
の
遺
構
も
多
く
み
つ
か
り
、
掘ほ

っ

立た
て

柱ば
し
ら

建た
て

物も
の

を
構
成
す
る
柱
穴
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

最
終
面
で
あ
る
第
３
面
で
も
、
中
央
部
が
標
高
4.4

～
4.5
ｍ
と
高
く
、
調
査
区
の
南
側
と
北
側
に
自
然
の

落
込
み
が
あ
り
、
南
北
が
標
高
4.0
～
4.2
ｍ
と
低
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ふ
た
つ
の
落
込
み
か
ら
、

弥
生
時
代
中
期
末
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
の
土
器
が
多

量
に
出
土
し
ま
し
た
。
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に

移
っ
て
い
く
時
代
の
土
器
、
弥や

よ
い生
土ど

器き

か
ら
土は

師じ

器き

へ
変
わ
っ
て
い
く
土
器
の
特
徴
が
よ
く
わ
か
り
ま
す

（
写
真
５
・
８
・
９
）。

写真８　弥生土器甕（弥生時代後期）

北側の落込み出土

写真９　土師器 ( 古墳時代初頭 )

　左：小型丸底鉢　中：小型丸底壺　右：有稜高坏

北側の落込み出土
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護
国
院
（
紀
三
井
寺
）
は
、
重
要
文
化
財
や
県
指

定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
歴
史
的
建
造
物
を
多
数
所

有
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
県
指
定

文
化
財
で
あ
る
本
堂
、
開
山
堂
、
大
師
堂
、
六
角
堂
、

三
社
権
現
社
、
書
院
に
加
え
、
北
門
（
未
指
定
）
の

実
測
調
査
と
図
面
作
成
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
業
務
で
は
、
従
来
通
り
の
手
実
測
を
基
本
と
し

て
い
ま
す
が
、
本
堂
に
つ
い
て
は
最
新
技
術
を
活
用

し
た
計
測
作
業
も
試
み
て
い
ま
す
。

　

本
堂
は
棟
高
17
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
建
築
で
す
。

従
来
の
方
法
で
、
高
所
を
正
確
に
実
測
す
る
た
め
に

は
、
建
物
の
修
理
工
事
実
施
時
の
仮
設
足
場
の
よ
う

な
設
備
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

今
回
は
専
門
業
者
の
協
力
を
得
て
、
地
上
固
定
型
の

３
Ｄ
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
と
ド
ロ
ー
ン（
写
真
１
）

を
併
用
し
、
点
群
デ
ー
タ
で
作
成
し
た
デ
ー
タ
か
ら

も
寸
法
の
計
測
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
点
群
デ
ー
タ
計
測
で
は
、
計
測

対
象
物
に
光
を
照
射
し
、
対
象
物
に
当
た
っ
た
光
が

反
射
し
て
、
セ
ン
サ
ー
に
戻
っ
て
く
る
ま
で
の
時
間

差
を
も
と
に
、
距
離
や
位
置
、
形
状
を
検
知
し
ま
す
。

そ
の
計
測
結
果
か
ら
、
座
標
軸
（x,y,z

）
を
用
い

て
構
成
し
た
無
数
の
点
を
集
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
建

物
や
地
形
な
ど
の
表
面
を
３
次
元
空
間
に
表
現
し
て

い
ま
す
。
こ
の
計
測
技
術
をL

ラ
イ
ダ
ー

iD
A

R

（
光
に
よ
る

検
知
と
測
距
）
と
呼
び
、
県
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

も
埋
蔵
文
化
財
の
遺
構
に
お
い
て
、
同
様
の
技
術
を

利
用
し
た
調
査
の
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

本
業
務
で
は
、
デ
ー
タ
と
し
て
記
録
し
た
点
群
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
建
築
意
匠
や
寸
法
を
確
認
し
、

手
実
測
が
困
難
な
場
所
で
の
記
録
と
し
て
活
用
し
て

い
ま
す
。

　

私
自
身
、
十
数
年
前
の
学
生
時
代
にLiD

A
R

機

器
で
、
と
あ
る
遺
構
の
地
形
を
レ
ー
ザ
ー
測
量
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す（
写
真
２
）。そ
の
頃
は
、座
標
デ
ー

タ
を
一
点
ず
つ
計
測
し
て
、
地
形
図
を
描
き
起
こ
す

作
業
が
中
心
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
十
年
以
上
を
経
て

機
材
も
進
化
し
、大
規
模
な
護
国
院
本
堂
（
写
真
３
）

の
実
測
に
も
活
用
が
可
能
な
ほ
ど
技
術
が
発
展
し
て

い
ま
し
た
。

　

た
だ
、
現
状
を
実
測
・
記
録
を
し
た
だ
け
で
は
建

築
当
初
に
計
画
さ
れ
た
寸
法
は
判
然
と
し
ま
せ
ん
。

経
年
に
よ
っ
て
建
物
が
変
形
し
た
り
、
組
み
合
わ
せ

た
部
分
に
隙
間
が
生
じ
て
い
る
等
の
誤
差
を
、
実
測

値
か
ら
整
理
し
、
当
初
の
「
計
画
寸
法
」
を
求
め
な

け
れ
ば
、
修
理
や
図
面
作
成
に
応
用
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
か
ら
で
す
。
や
は
り
、
こ
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
扱

い
こ
な
す
た
め

に
も
、
普
段
の

取
り
組
み
と
同

様
に
、
歴
史
的

建
造
物
に
つ
い

て
の
知
見
を
深

め
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
大
給　

友
樹
）

写真１　３Ｄレーザースキャナと

　ドローンでの計測

写真２　十数年前のレーザー測量

写真３　護国院（紀三井寺）→

本堂の点群データ：護国院提供

護
国
院
（
紀
三
井
寺
）
の

歴
史
的
建
造
物
図
面
作
成
業
務
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テ
レ
ビ
番
組
で
都
道
府
県
別
の
偉
人
を
ラ
ン
キ
ン
グ
形
式
で
紹
介
し
て
お
り
、
和

歌
山
県
の
１
位
は「
南み
な

方か
た

熊く
ま

楠く
す

」で
し
た
。熊
楠
は
、知
の
巨
人
と
称
さ
れ
る
博
物
学
者
・

生
物
学
者
・
民
俗
学
者
で
、
慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
和
歌
山
市
に
生
ま
れ
、
雄
小

学
校（
の
ち
の
雄
湊
小
）、和
歌
山
中
学
校（
現
県
立
桐
蔭
高
等
学
校
）の
一
期
生
で
す
。

大
学
予
備
門
（
現
東
京
大
学
）
を
中
退
し
て
米
英
に
留
学
し
、
帰
国
後
は
田
辺
に
永

住
し
ま
し
た
。
熊
楠
は
粘ね
ん

菌き
ん

の
研
究
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）、

田た

辺な
べ

湾わ
ん

に
停
泊
す
る
御お

召め
し

艦か
ん
「
長な
が

門と

」
で
昭
和
天
皇
に
進
講
、キ
ャ
ラ
メ
ル
箱
に
入
っ

た
粘
菌
標
本
を
献け
ん

上じ
ょ
う

し
た
逸い
つ

話わ

は
有
名
で
す
。

　

ま
た
、
熊
楠
は
明
治
と
い
う
時
代
に
自
然
保
護
に

対
す
る
先
見
の
明
を
持
ち
、
そ
の
運
動
に
力
強
く
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
明
治
39
年
（
１
９
０
６
）、
一

村
一
社
の
方
針
に
基
づ
く
神じ
ん

社じ
ゃ

合ご
う

祀し

令れ
い

に
対
し
て
、

鎮
守
の
森
の
伐
採
で
生
態
系
が
破
壊
さ
れ
る
な
ど
の

理
由
か
ら
反
対
運
動
を
起
こ
し
、
田
辺
湾
に
浮
か
ぶ

「
神か

島し
ま

」
な
ど
が
守
ら
れ
ま
し
た
。

　

高た
か

原は
ら

熊く
ま

野の

神じ
ん

社じ
ゃ

は
地
元
村
民
の
反
対
と
熊
楠
の
運
動
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
神
社
の

一
つ
で
す
。
樹
齢
800
年
の
ク
ス
ノ
キ
と
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
・
カ
ゴ
ノ
キ
等
の
大
木
が

叢そ
う

生せ
い

す
る
境
内
に
建
つ
本
殿
（
県
指
定
文
化
財
）
は
、
室
町
時
代
の
一い
っ

間け
ん

社し
ゃ

春か
す
が日
造づ
く
り

の
社
殿
で
、
現
存
す
る
世
界
遺
産
の
熊く
ま

野の

参さ
ん

詣け
い

道み
ち

で
は
最
古
の
建
物
で
す
。
平
成

８･

９
年
度
、
平
成
27･

28
年
度
に
屋
根
葺
替
等
の
修
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、
筆
者

は
二
度
と
も
担
当
し
ま
し
た
。『
縛
ら
れ
た
巨
人
』
と
も
言
わ
れ
た
偉
人
が
保
存
に
尽

力
さ
れ
た
鎮
守
の
森
に
建
つ
社
殿
の
修
理
に
二
度
も
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

ま
こ
と
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寺
本　

就
一
）

　

当
遺
跡
は
、
過
去
の
調
査
か
ら
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
前
期
に
か
け
て
の
集

落
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
調
査
で
も
、
弥
生
時
代
中
期
か
ら
古
墳
時

代
前
期
の
竪た

て

穴あ
な

建た
て

物も
の

や
柱
穴
、
溝
な
ど
の
遺
構
が
見
つ
か
り
、
弥
生
土
器
、
石
器
、

土
師
器
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
イ
ネ
の
穂ほ

首く
び

刈が

り
に
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
打
製
石
庖
丁
が
出
土

し
ま
し
た
。
近
畿
で
は
紀
ノ
川
産
の
緑り

ょ
く

色し
ょ
く

片へ
ん

岩が
ん

の
表
面
を
磨
い
た
磨ま

製せ
い

石
庖
丁
が

多
い
の
で
す
が
、
出
土
品
は
打
製
石
器
と
い
っ
て
石
材
を
割
っ
た
ま
ま
、
刃
を
つ

け
た
も
の
で
す
。
写
真
の
□
で
囲

ん
だ
部
分
に
、
植
物
を
刈
り
取
っ

た
際
に
付
着
し
た
光
沢
の
あ
る
痕

跡
が
あ
り
ま
す
。
イ
ネ
類
を
刈
り

取
る
と
、
細
胞
内
に
含
ま
れ
て
い

る
珪け

い

酸さ
ん

と
い
う
ガ
ラ
ス
質
に
よ
っ

て
石
器
の
表
面
が
光
っ
て
見
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
石
器
に

も
そ
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
石
庖
丁
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

近
畿
で
は
磨
製
石
庖
丁
が
大
半

で
、
打
製
石
庖
丁
は
少
数
し
か
出

土
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
打
製
石

庖
丁
が
多
く
出
土
す
る
東
海
地
方

か
ら
の
影
響
を
考
え
て
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 （
田
之
上　

裕
子
）

和
歌
山
の
建
物
と
ゆ
か
り
の
人
物
（
６
）

八は
っ

反た
ん

田だ

遺い

跡せ
き

出
土
の
打だ

製せ
い

石い
し

庖ぼ
う

丁ち
ょ
う

文
化
財
建
造
物
課

埋
蔵
文
化
財
課

高原熊野神社本殿（田辺市中辺路町高原）

打製石庖丁
（八反田遺跡落込みから出土）
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